
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集❶
南丹市の未来を見据えて
・南丹市CATV事業継続のために
・新庁舎建設に係る実施設計がまとまりました

特集❷

令和２年度予算執行状況

表紙：�表紙モデルに応募いただいた前田さんです。撮影場所は八木町の城山ハイキングコース周辺です。
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南丹市ＣＡＴＶ事業継続のために

市
民
に
定
着
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

事
業

　

南
丹
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

は
、
昭
和
62
年
、
当
時
の
園
部
町
に
お

い
て
事
業
着
手
し
、
平
成
４
年
に
町
が

運
営
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
と
し
て

開
局
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
の
合
併
に

伴
い
、
市
域
全
域
に
エ
リ
ア
を
拡
大
。

平
成
27
年
の
園
部
地
域
の
伝
送
路
の
光

化
工
事
完
了
に
よ
り
、
高
速
大
容
量
通

信
を
可
能
と
し
た
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

南
丹
市
の
大
半
が
テ
レ
ビ
放
送
の
難

視
聴
地
域
で
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
テ
レ
ビ
放
送
の
再
送
信
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
話
題
や
学
校
な
ど

に
お
け
る
子
ど
も
達
の
様
子
を
自
主
放

送
番
組
と
し
て
放
送
す
る
こ
と
で
、
市

域
の
一
体
化
の
醸
成
に
も
大
き
く
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
備
え
河
川
カ

メ
ラ
の
映
像
を
配
信
す
る
な
ど
、
多
様

な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
い
時
に
は
１
万
４
千
件

を
超
え
て
い
た
加
入
者
も
、
市
域
の
人

口
減
少
と
共
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
経
営
見
通
し

　

南
丹
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に

お
け
る
今
後
10
年
間
の
事
業
費
を
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
収
入
実
績
は
お
よ
そ

3
億
4
千
万
円
あ
り
ま
し
た
が
、
人
口

減
少
の
関
係
も
あ
り
、
今
後
10
年
間
の

収
入
合
計
は
お
よ
そ
31
億
２
千
万
円

（
表
中
※
１
）に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

一
方
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
関
連

支
出
は
、
令
和
元
年
度
実
績
で
お
よ
そ

4
億
3
千
万
円
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
に
整
備
し
た
設
備
に
係
る
起
債

（
借
金
）の
返
済
や
リ
ー
ス
料
、
ま
た
八

木
・
日
吉
・
美
山
地
域
の
設
備
が
導
入

後
10
年
以
上
を
経
過
す
る
た
め
、
機
器

の
更
新
な
ど
も
見
込
み
、
今
後
10
年
間

で
お
よ
そ
50
億
円（
表
中
※
２
）が
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

収
支
で
は
、
今
後
10
年
間
で
約
18
億 

８
千
万
円（
表
中
※
３
）の
赤
字
と
な

り
、
財
源
を
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
後
10
年
間
の
支
出
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
の
設
備
更
新
経
費
は
含
ん
で
い
な

い
た
め
、
更
に
財
源
の
確
保
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　南丹市の財政は、合併から10年以上が経過し、地方交付税の合併特
例措置も終わり、また人口減少や少子高齢化などによる税収の減少が
続いています。
　このままではケーブルテレビ事業に係るサービスの見直し、一部事
業の廃止も検討せざるを得ない状況にあります。
　そして、審議会からの答申も受け、検討した結果、事業を民間に移
行する方針を決定いたしました。

ＣＡＴＶ事業に係る今後10年間の見込み
（令和3年度～令和12年度）

金額は端数調整しています

■ 収　入
テレビ関連使用料等 19億4千万円
インターネット関連使用料等 11億3千万円
吊り線などの貸与に係る収入 5千万円

収　入　合　計（※１） 31億2千万円
■ 支　出

工事費（設備等の更新を含む） 14億1千万円
機器保守委託料 1億7千万円
機器使用料（リース料）等 4億5千万円
指定管理料 24億2千万円

小　　計（ア） 44億5千万円
起債償還（①－②）（イ） 2億5千万円

起債償還額　　　　（①） 8億円1千万円
交付税算入見込み額（②） 5億6千万円

基金積立（ウ） 3億円
支出合計（ア＋イ＋ウ）　

（※２） 50億円

■ 収入 － 支出　（※３） ▲18億8千万円
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テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

移
行
に
際
し
て
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
生
活
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
昨
今
の
状
況
を
踏
ま
え
、「
将
来

に
わ
た
っ
て
市
域
全
域
で
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
」「
現
在
市
が

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
に
つ
い

て
は
、
使
用
料
の
値
上
げ
を
行
わ
な
い

こ
と
」な
ど
を
基
本
条
件
と
し
て
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
引
き
受
け
て
も

ら
え
る
事
業
者
を
募
集
し
、
事
業
移
行

に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
活
力
を
活
用
し

て
、
通
信
速
度
の
改
善
な
ど
更
な
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
も
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
具
体
的
な
内

容
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
な
ど
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
の
在
り
方
審
議
会

　

南
丹
市
の
ケ
ー
ブ
テ
レ
ビ
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
昨
年
10
月
に「
南
丹
市

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
在
り
方
審
議

会
」を
設
置
し
、
市
民
代
表
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

南丹市ケーブルテレビ事業の今後の在り方についての答申（要旨）

　南丹市ケーブルテレビ事業の目的は、本市における難視聴地域の解消と民間事業者の参入が
見込めない地域における情報格差の是正、あわせて市域の一体感の醸成の一役を担うことであ
る。
　本審議会では、今後の運用形態や財政面での比較を行う中、本市の難視聴対策やブロードバ
ンド環境の再構築、防災など安心・安全の確保を継続することを基本に民営化も含めた今後の望
ましい事業の在り方について検討を行ってきた結果、全委員の総意により本事業を民間譲渡す
ることが妥当であると判断する。ただし、自主放送についてはその目的及び役割が的確に果た
されるよう、直営での継続を考慮に入れて十分検討されたい。
　なお、民間譲渡するにあたっては、次の事項に留意した事業実施を求める。

１�　将来的にも安定した地上波テレビ放送サービス及びインターネット接続のサービスを全市
域で提供すること。

２�　自主放送番組の制作及び視聴等については、現在の品質と内容を基本として継続できるよ
うに調整を図ること。また、住民・行政・地域が平時から地域情報や防災情報を共有し、地域
の災害対策の充実に努めること。

３�　今後、予想される利用者の減少に伴い、使用料において利用者の負担が過重にならないよ
う調整を図ること。

４�　高い安全性とセキュリティの確保に努めること。
５�　加入者には、原則として民間譲渡により新たな費用負担が生じないよう調整を図ること。
６�　民間譲渡に際し市民に対して丁寧な説明や対応を行うなど、不安解消への対策に十分努め

ること。
７�　民間事業者の選定にあたり、地域活性化及び

新たな情報通信技術への対応策や住民の情報活
用力向上に寄与することを明記すること。

８�　公益財団法人南丹市情報センターの職員につ
いて、民間移譲後も当人が希望する場合は雇用
が実現するよう配慮するとともに、他の選択を
希望する場合についても十分配慮すること。
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新
庁
舎
建
設
に
係
る
実
施
設
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

今
、
新
庁
舎
を
建
設
す
る
理
由

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

現
本
庁
舎
は
、
建
物
の
配
置
や
構
造
上
の
都
合

で
、
市
民
窓
口
が
分
散
し
て
お
り
、
庁
舎
間
や
窓

口
間
の
移
動
距
離
が
長
く
な
り
、
市
民
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
効
率
の
低
下
の
原
因
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
越
し
や
出
生
・
死
亡
な
ど
の
手
続
き
に
際
し

て
は
、
一
つ
の
部
署
で
の
手
続
き
だ
け
で
な
く
、

複
数
の
部
署
を
ま
わ
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
現
在
分
散
し
て
い
る
市
民
窓
口
部
門
を

一
つ
の
建
物
に
集
約
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

防
災
対
策
の
拠
点
機
能
の
強
化

　

現
本
庁
舎
は
、
旧
園
部
小
学
校
の
校
舎
で
あ
っ

た
建
物
を
老
人
福
祉
施
設
に
改
装
し
使
用
さ
れ
た

後
、
旧
園
部
町
が
庁
舎
と
し
て
活
用
し
、
そ
の
後

合
併
を
経
て
南
丹
市
役
所
本
庁
舎
と
し
て
使
用
し

て
き
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で
あ
る
と
と

も
に
有
事
の
際
に
は
防
災
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
本
庁
舎
は
防
災
拠
点
と
し
て
の
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
建
物
の
配
置
や
構
造
上
、

運
用
面
で
も
不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
に
防
災
拠
点

機
能
を
移
設
し
、
機
能
の
強
化
を
図
り
市
民
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

外観イメージ図
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必
要
最
小
限
の
庁
舎

　

庁
舎
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
分
散
し
た
庁

舎
、
窓
口
部
門
を
集
約
す
る
た
め
、
必
要
最
小
限

の
新
し
い
庁
舎
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
既
存
庁

舎
の
耐
震
化
や
大
規
模
改
修
を
行
う
こ
と
で
庁
舎

整
備
に
要
す
る
総
事
業
費
の
抑
制
を
図
り
、
総
額

25
億
円
以
内
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
計
画
』

　

年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
よ
ら
ず
、

誰
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
く
、
安
全
で
使
い
や

す
い
新
庁
舎
と
し
ま
す
。

・�

思
い
や
り
駐
車
場
を
出
入
口
に
近
い
位
置
に
４

台
分
配
置

・�

多
機
能
ト
イ
レ
を
１
、２
階
に
配
置
し
、
手
す

り
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設
備
な
ど
も
設
置

・�

車
い
す
対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
１
号
庁
舎
へ

の
移
動
に
も
利
用

・
授
乳
室
を
配
置

・
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
配
置

『
防
災
計
画
』

　

新
庁
舎
の
耐
震
安
全
性
は
、
大
地
震
動
後
、
構

造
体
の
補
修
を
す
る
こ
と
な
く
建
築
物
を
使
用
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
大
地
震
等
の
災
害
時
に

対
策
活
動
拠
点
と
し
て
、
庁
舎
機
能
を
維
持
し
な

が
ら
、
災
害
情
報
の
発
信
や
支
援
活
動
拠
点
へ
と

迅
速
な
機
能
の
切
り
替
え
が
可
能
な
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が

途
絶
し
た
際
で
も
、
防
災
拠
点
機
能
を
継
続
で
き

る
設
備
と
し
ま
す
。

・
非
常
用
発
電
機
の
設
置

・
受
水
槽
の
設
置

・
汚
水
貯
留
槽
の
設
置

『
環
境
配
慮
計
画
』

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
建

物
の
断
熱
性
を
高
め
、
高
機
能
の
空
調
機
を
採
用

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
り
環
境
に
配
慮
し
た

庁
舎
と
し
ま
す
。

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

・
室
内
の
照
明
を
L
E
D
化

・
高
機
能
空
調
機
の
採
用

内観イメージ図



公営企業会計

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

１０２万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１３万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

２２３万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

２８万円

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和３年３月３１日現在の
　人口　３０,８７０人　世帯数　１４,１８８世帯

地方交付税

国庫支出金

市債

市税

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

71億8,441万円
61億8,358万円（86.1%）

42億9,760万円
10億1,400万円（23.6%）

40億4,615万円（101.0%）
40億583万円

16億6,782万円
6億7,726万円（40.6%）

12億3,194万円
700万円（0.6%）

2億7,299万円
2億7,299万円（100.0%）

34億3,595万円
30億2,608万円（88.1%）

予算額　  ３１６億２,２９３万円
収入済額　247億5,345万円
収入率　　　　　　　78.3％

収入済額
予 算 額

（収入率）

総務費

民生費

土木費

教育費

公債費

衛生費

商工費

消防費

農林水産業費

その他

予算額　　３１６億２,２９３万円
支出済額　258億4,219万円
支出率　　　　　　　81.7％

支出済額
予 算 額

（支出率）

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知って
いただくために年２回財政状況を公表しています。
　今回は、令和２年度予算の下半期の執行状況（令和３年３月３１日現在）をお知らせいた
します。

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

68億6,896万円（94.6%）

95億2,639万円（100.0%）

41億1,408万円
27億1,600万円（66.0%）

36億3,914万円
25億6,416万円（70.5%）

31億4,257万円
31億4,224万円（100.0%）

19億1,542万円
18億1,350万円（94.7%）

15億2,640万円
7億5,881万円（49.7%）

13億8,196万円
11億3,275万円（82.0%）

13億2,339万円
12億3,598万円（93.4%）

5億6,960万円
3億777万円（54.0%）

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

95億2,639万円

72億6,420万円

53億202万円（78.6%）
67億4,617万円

令和２年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入
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公営企業会計

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

１０２万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１３万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

２２３万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

２８万円

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和３年３月３１日現在の
　人口　３０,８７０人　世帯数　１４,１８８世帯

地方交付税

国庫支出金

市債

市税

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

71億8,441万円
61億8,358万円（86.1%）

42億9,760万円
10億1,400万円（23.6%）

40億4,615万円（101.0%）
40億583万円

16億6,782万円
6億7,726万円（40.6%）

12億3,194万円
700万円（0.6%）

2億7,299万円
2億7,299万円（100.0%）

34億3,595万円
30億2,608万円（88.1%）

予算額　  ３１６億２,２９３万円
収入済額　247億5,345万円
収入率　　　　　　　78.3％

収入済額
予 算 額

（収入率）

総務費

民生費

土木費

教育費

公債費

衛生費

商工費

消防費

農林水産業費

その他

予算額　　３１６億２,２９３万円
支出済額　258億4,219万円
支出率　　　　　　　81.7％

支出済額
予 算 額

（支出率）

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知って
いただくために年２回財政状況を公表しています。
　今回は、令和２年度予算の下半期の執行状況（令和３年３月３１日現在）をお知らせいた
します。

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

68億6,896万円（94.6%）

95億2,639万円（100.0%）

41億1,408万円
27億1,600万円（66.0%）

36億3,914万円
25億6,416万円（70.5%）

31億4,257万円
31億4,224万円（100.0%）

19億1,542万円
18億1,350万円（94.7%）

15億2,640万円
7億5,881万円（49.7%）

13億8,196万円
11億3,275万円（82.0%）

13億2,339万円
12億3,598万円（93.4%）

5億6,960万円
3億777万円（54.0%）

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

95億2,639万円

72億6,420万円

53億202万円（78.6%）
67億4,617万円

令和２年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入
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名称 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険事業 34億5,470万円 31億6,198万円 91.5% 32億4,712万円 94.0%
介 護 保 険 事 業 43億2,036万円 35億5,750万円 82.3% 38億8,452万円 89.9%
市営バス運行事業 7,146万円 1,401万円 19.6% 6,476万円 90.6%
土 地 取 得 事 業 30万円 8万円 26.7% 8万円 26.7%
後期高齢者医療事業 5億4,578万円 5億579万円 92.7% 5億1,801万円 94.9%

名称 区分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 支出率

水道事業
収益的 10億4,431万円 10億6,949万円 102.4% 9億7,410万円 9億4,432万円 96.9%
資本的 4億2,050万円 4億8,518万円 115.4% 8億8,083万円 7億4,087万円 84.1%

下水道事業
収益的 28億2,420万円 28億4,287万円 100.7% 27億7,686万円 27億3,174万円 98.4%
資本的 7億9,483万円 8億362万円 101.1% 17億1,274万円 16億8,659万円 98.5%



まちの話題を紹介します
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　5月26日、口丹地区私立幼稚園
園児大会がオンラインで開催され、
聖家族幼稚園の5歳児が参加しま
した。
　この大会は、園児たちが交流し
健やかな成長を願うために開かれ
ているものです。南丹市の聖家族
幼稚園と、亀岡市の4つの私立幼
稚園の5歳児、合わせて218人が参
加。昨年はコロナ禍で実施できま
せんでしたが、今回はインターネッ
トを介して開催されました。
　また大会のあとには、木村義二
教育長からお絵かき帳のプレゼン
トがありました。

　5月22日、園部町木崎町に新たな消防詰
所が完成し、竣工式が開かれました。
　新築の消防詰所は、延べ床面積79.48
平方メートルの木造平屋建て。消防ポンプ
車の車庫を始め、流し台のあるホールと8
畳の和室、屋外にトイレや消防ホースを干
すためのポールが設置されています。
　新築の消防詰め所が完成し、今後さらな
る地域防災の強化が期待されます。

「
大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
Ｐ
Ｒ
」

「
新
た
に
地
域
防
災
拠
点
が
完
成
す
る
」

（
５
／
15 

公
益
財
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会
関
西
支
部
支
部
長
表
彰
）

（
5
／
22　

消
防
詰
所
竣
工
式
）

▲寺田会長（左）と西村市長（右）

◀
記
念
撮
影
を
す
る
地
元
関
係
者
ら

▲歌に合わせて踊る園児ら

▲教育長からお絵描き帳を受け取る園児

「
画
面
越
し
に
園
児
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る
」

（
5
／
26　

口
丹
地
区
私
立
幼
稚
園
園
児
大
会
）

　この度、八木町観光協会会長の寺田弘和
氏が公益財団法人日本観光振興協会関西支
部支部長表彰を受賞されました。
　これは、観光振興事業の開発推進、観光
資源の保護などに寄与しその功績が顕著で
あるとされた方に授与されるもので、令和
2年度の大河ドラマ「麒麟がくる」をきっかけ
に八木城登山道整備やＰＲについて、さま
ざまな角度から取り組み、多くの誘客につ
ながった事が評価されました。
　5月15日には、市長から賞状が授与されま
した。



まちの話題を紹介します
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　6月20日、八木町農業公社が京都
縦貫道なんたんPAにマルシェを出
店されました。
　お店では、ほうれん草や九条ねぎ
などの地元産野菜や、地元加工グル
ープが作ったパンケーキや巻きずし
が並び、南丹PAに訪れた多くの人
がお店の前で足を止めました。
　マルシェは1～3月を除く毎週土
日に出店される予定です。下り線よ
り営業開始されます（雨天時は出店
なし）

　5月9日（日）南丹市園部文化会館「ア
スエルそのべ」の再開館式が行われま
した。
　南丹市園部文化会館（旧称：園部公
民館）は、昭和54年に建築され、耐震
強度不足と老朽化が著しい施設でし
たが、地域の文化活動を進めるうえ
で欠かせない施設とし、約2年をかけ
て改修しました。
　410席ある大ホールのほか、料理実
習室や和室、研修室などを備えてい
ます。

　令和3年3月31日をもって行政相談委員
を退任される日下部純子氏、小寺俊彦氏
に対し、総務大臣感謝状が贈呈されまし
た。
　感謝状は永年の尽力と貢献に対し贈呈
されるもので、当日は京都行政監視行政
相談センター所長が大臣に代わり表彰状を
手渡しました。
　日下部氏は平成15年4月、小寺氏は平
成27年4月から行政相談委員の委嘱を受
け、地域住民の相談役として住民と行政
の架け橋として活躍されました。

「
南
丹
Ｐ
Ａ
に
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
」

「
南
丹
市
園
部
文
化
会
館
が
再
開
館
す
る
」

「
地
域
と
行
政
の
架
け
橋
と
し
て
活
躍
」

「
株
式
会
社
伸
精
機
、
新
光
悦
村
に
進
出
」

（
5
／
9　

南
丹
市
園
部
文
化
会
館
「
ア
ス
エ
ル
そ
の
べ
」
の
再
開
館
式
）

（
４
／
13　

退
任
さ
れ
る
行
政
相
談
委
員
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
）

（
4
／
20　

株
式
会
社
伸
精
機　

調
印
式
）

▲店の前に並ぶ南丹ＰＡ利用者

（
６
／
20　

南
丹
Ｐ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
オ
ー
プ
ン
）

　工場の立地が続く京都新光悦村に、新
たに株式会社伸精機が進出されることに
なり、4月20日に南丹市役所で調印式を
行いました。
　株式会社伸精機は京都市に本社を置
く、主に半導体関連の金属加工に携わら
れる企業で、長尺加工を得意とされる技
術力の高い企業です。今後、京都新光悦
村地内の他の企業とも提携しながら事業
を展開されます。

▲伸精機岡崎社長（左）と西村市長（右）

▲関係者らで記念撮影

▲テープカットの様子
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インフォメーション

　京都府内では、警察官や金融機関、百貨店などの職員をかたる犯人に、自宅でキャッシュカード
をだまし取られる特殊詐欺被害が後を絶ちません。
　もしもに備えて、キャッシュカードの利用限度額を見直してみましょう。

　ATMでキャッシュカードを使用した引き出し限度額は、50万円～150万円（金融機関によ
って異なります）に設定されています。これを、個人で変更することができます。
　生活に必要な範囲の限度額に変更しておけば、万が一、キャッシュカードをだまし取られ
る被害に遭っても、現金被害を押さえることができます。

引き出し限度額を変更しましょう
手続きはATMでできます
※一部窓口のみで取り扱いの金融機関もあります。

詐欺などの被害は警察署にご相談ください。
京都府南丹警察署　電話　0771-62-0110　　

−16−

協
力
隊
4
期
生
の
根
井
で
す
。
私
が

行
っ
て
い
る
活
動
に
『
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
』
『
心
理
学
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト
開

催
』
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
外
部
講

師
と
共
同
で
『
子
育
て
を
楽
し
む
た
め
の

親
の
心
の
ケ
ア
勉
強
会
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
私
は
「
よ
り
よ
い
夫
婦
関
係
を
つ
く

る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
、

参
加
者
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
や
ご

質
問
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
勉
強
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う

と
、
心
の
な
か
を
さ
ら
け
出
す
感
じ
が

し
て
怖
か
っ
た
り
、
周
り
の
目
が
気
に

な
っ
て
抵
抗
感
を
感
じ
る
と
い
う
方
も

ま
だ
ま
だ
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
が
協
力
隊
を
卒
隊
す
る

8
月
末
ま
で
の
期
間
、
南
丹
市
在
住
の

方
か
ら
ご
予
約
い
た
だ
い
た
場
合
、

Z
o
o
m
ア
プ
リ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
8
回
ま
で
（
1

回
50
分
）
無
料
で
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
試
し
感
覚
で
気
軽
に
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る

前
に
ご
覧
い
た
だ
く
規
程
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

そ
れ
で
も
、
や
は
り
直
接
悩
み
を
相

談
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な
ど
、

色
々
な
不
安
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
ブ

ロ
グ
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
の
こ
と
、
恋
愛
や
夫
婦
関
係

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や

す
く
役
に
立
つ
心
の
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

先
日
は
、
子
育
て
の
記
事
を
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
な
に
や
っ

て
ん
ね
ー
ん
！
と
、
怒
鳴
り
た
く
な
っ

た
ら
」
。
気
に
な
る
方
は
、
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ク
ス
ッ
と

笑
っ
て
楽
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
根
井
隊
員

電
話
（
０
９
０
）
６
９
１
６
ー
８
１
９
６

メ
ー
ル　

neineim
ayum

i@
gm
ail.com

※
電
波
状
況
が
不
安
定
な
た
め
、
メ
ー
ル
の
方

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　

セ
ラ
ピ
ー
ル
ー
ム
根
っ
こ

ブ
ロ
グ
：

　

心
の
根
っ
こ
の
栽
培
日
記

キャッシュカードをだまし取られる詐欺に注意
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 40 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

南
丹
市
で
は
「
景
観
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建

築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋

根
や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質

変
更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例
（
計
画
）
の
詳
細
は
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

（園部町地域：竹井） （八木町地域：美里）

（日吉町地域：志和賀） （美山町地域：野添）

【田園と景観】
　南丹市内では4月下旬から6月初旬にかけて、一斉
に田植えが始まりました。田植えが終わったばかりの、
まだ苗が小さく、水面に太陽の光が反射し、周りの景
色が美しく映えるような田んぼを早苗田（さなえだ）と
言うそうです。
　水鏡のような早苗田には青空や夕陽が水面に映り
込み、新緑の山々を背景に初夏ならではの日本の古
き良き原風景を演出しています。今回は鮮やかな新
緑が彩る市内の田園風景を紹介します。
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▲宍人未来委員会の話し合いの様子

▲移住者を迎えるための片付け作業

▲買い物支援サービスの様子

　

現
状
を
打
開
す
る
べ
く
、
昨
年
度
、

公
募
に
よ
り「
宍
人
未
来
委
員
会
」を
発

足
し
、
集
落
の
役
員
会
と
と
も
に
行
事

の
あ
り
方
や
仕
組
み
の
改
善
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
今
後
の
活
動
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
か
ら

『
地
域
の
魅
力
の
掘
り
お
こ
し
と
宍
人
城

整
備
等
の
歴
史
や
自
然
の
保
存
を
す
る

活
動
』、『
開
か
れ
た
区
行
政
を
目
指
し

た
仕
組
み
改
善
』、『
住
民
が
集
い
お
喋

り
す
る
場
の
確
保
と
整
備
』の
三
つ
を
集

落
支
援
事
業
と
し
て
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て「
子
ど
も
・

若
者
・
お
年
寄
り
、
皆
が
笑
顔
で
す
み

や
す
い
宍
人
区
」に
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
ま
す
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
58
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
園
部
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

宍
人
区
は
、
園
部
町
の
中
心
部
か
ら

南
東
へ
５
㎞
に
位
置
し
、
中
心
を
流
れ

る
本
梅
川
の
恵
み
で
、
米
作
を
中
心
と

し
た
農
業
が
盛
ん
な
集
落
で
す
。

　

公
民
館
の
裏
山
に
は
、
宍
人
城
跡（
国

衆
の
小こ

畠ば
た
け

館や
か
た

跡
と
、
小こ

出い
で

吉よ
し

親ち
か

公
が
一

時
身
を
寄
せ
た
小
出
館
跡
の
総
称
）が
あ

り
、
近
年
の
山
城
ブ
ー
ム
や
大
河
ド
ラ

マ
の
効
果
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
村
合
併
前
の
摩
気
村
時
代
に
は
村

役
場
も
置
か
れ
、
地
域
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
現
在
で
は
73
世
帯
、
人
口

１
８
３
名
の
限
界
集
落
に
な
り
ま
し
た
。

　

南
丹
市
の
西
端
、
丹
波
篠
山
と
境
を

接
す
る
天
引
区
は
、
70
世
帯
、
人
口

１
５
２
名
の
限
界
集
落
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は

集
落
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
な
か
、
平

成
24
年
に
全
区
民
と
出
身
者
の
有
志

で
、「
天
引
区
の
活
性
化
と
未
来
を
考

え
る
会
」を
結
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
始
め
た
天
引
ほ
た
る
コ

ン
サ
ー
ト
は
７
０
０
名
以
上
を
集
め
る

イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
、
平
成
28
年
か
ら

月
2
回
開
催
し
て
い
る
野
菜
市（
天
引

む
く
む
く
市
）も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、

貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
イ
ベ
ン
ト
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
空
き
家
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
の
働
き
か
け
や
移
住
者
の
決
ま
っ

た
空
き
家
の
片
付
け
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
を
運
転
さ
れ
な
い
方
の
た

め
に
、社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、

月
１
回
、
ス
ー
パ
ー
ま
で
送
迎
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

も
始
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
お
年
寄
り

も
若
者
も
元
気
で
安
心
し
て
、
楽
し
く

暮
ら
せ
る
集
落
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
が
笑
顔
で
住
み
や
す
い
集
落
作
り

　
宍
人
区

元
気
で
安
心
、
そ
し
て
楽
し
く
暮
ら
す

　
天
引
区

▲宍人城跡と御城印

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８
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地
産
地
消
を
い
か
し
た
取
組

～
地
元
の
食
材
た
っ
ぷ
り
な
お
弁
当
～

　
み
な
さ
ん
は
、「
地
産
地
消
」と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。「
地
産
地
消
」

と
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産

物
を
地
域
で
消
費
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
私
た
ち
消

費
者
は
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
、
生
産

状
況
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

新
鮮
な
食
材
を
安
心
安
全
に
消
費
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
は

直
接
消
費
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

生
産
の
励
み
に
な
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

道
の
駅 

京
都
新
光
悦
村
の
取
組

－ 

南
丹
市
産
の
食
品
の
販
売 

－　

　
園
部
町
に
あ
る
道

の
駅
京
都
新
光
悦
村

で
は
、
以
前
か
ら
地

産
地
消
に
こ
だ
わ
っ

て
食
品
な
ど
の
販
売

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—48—

－ 

地
元
食
材
を
い
か
し
た
お
弁
当 

－

　
コ
ロ
ナ
で
お
う
ち
時
間
が
増
え
て
い

る
今
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
道
の
駅 

京

都
新
光
悦
村
で
は
、
今
ま
で
使
っ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
牛
肉
で
新
メ
ニ
ュ
ー
開

発
を
し
た
い
と
考
え
、
新
し
く「
焼
肉
弁

当
」「
牛
め
し
弁
当
」を
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
弁
当
に
は
園
部
町
産
の
お
米
や
玉

ね
ぎ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牛

肉
は
園
部
町
に
あ
る
森
畜
産
株
式
会
社

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
地
元
の

食
材
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
お
弁
当
に

な
っ
て
お
り
大
人
気
で
す
。
生
産
者
が

わ
か
る
こ
と
で
、
消
費
者
は
安
心
安
全

に
お
弁
当
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

－ 

生
産
者
の
思
い 

－

　
お
弁
当
に
使
用
さ
れ
て
い
る
牛
肉
の

生
産
者
で
あ
る
森
畜
産
代
表
取
締
役
の

森
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

森
畜
産
で
は
、
約
3
5
0
頭
の
牛
を

3
6
5
日
休
み
な
く
肥
育
さ
れ
て
い
ま

す
。

　「
地
域
の
事
業
者
に
使
っ
て
い
た
だ
き

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の
方
々
に

お
い
し
く
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
の
は
嬉

し
い
。」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
、
安

心
安
全
な
食
材
の
流
通
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
消
費
者
の「
お
い
し
い
」の

声
が
生
産
者
へ
直
接
届
く
こ
と
で
、
生

産
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
こ
う
し
た
地
産
地
消

の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ 

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
地
産
地
消 

－

　
今
回
販
売
の
南
丹
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
に
は
、「
地
産
地
消
を
楽
し
も
う
」

の
マ
ー
ク
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の
応

援
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
地

域
経
済
を
委
縮
さ
せ
る
こ
と
な
く
活
性

化
さ
せ
、
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
、
い

わ
ゆ
る
持
続
可
能
な
地
域
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
地
域
を
作
る
た
め
に
は

継
続
的
で
良
好
な
地
域
の
経
済
循
環
が

必
要
で
す
。
地
産
地
消
が
進
む
と
、
地

域
内
に
こ
う
し
た
経
済
の
好
循
環
が
起

こ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲地元野菜の販売

▲（上）焼肉弁当 （下）牛めし弁当

▲森畜産代表取締役 森さん
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶104̶

お元気ですか？

保健師です。

健
幸
都
市
な
ん
た
ん
　
今
、
こ
の
時
に
で
き
る
こ
と

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
あ
な
た
も
な
り
ま
せ
ん
か
？

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
っ
て
？　

　

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
は
、
健
康
に

関
す
る
正
し
い
知
識
な
ど
を
身
近
な
人

に
伝
え
る
健
康
づ
く
り
の
伝
道
師
で
す
。

　

南
丹
市
で
は
令
和
元
年
よ
り
養
成
講

座
を
実
施
し
、
現
在
1
1
8
名
の
健
幸

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
正
し
い

健
康
情
報
を

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
様

式
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
自
粛
生
活
の
た
め
、
健
康
面
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　

人
が
集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
中
で
、

今
で
き
る
健
康
づ
く
り
の
方
法
を
普
段

の
会
話
か
ら
身
近
な
と
こ
ろ
で
伝
え
て

い
く
こ
と
、
そ
れ
が
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
の
活
動
で
す
。

令
和
3
年
度

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
は
秋
ご
ろ
開

催
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
０
１
６

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

令
和
元
年
・
2
年
と
養
成
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
養
成
講
座
を
修
了
し

た
方
に
は「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
認
定

証
」を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

【
講
座
内
容
】

①
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
役
割
と
活
動

②
健
康
情
報
講
座

（
生
活
習
慣
病
予
防
・
が
ん
予
防
）

③
筋
ト
レ
体
験
講
座

（
転
ば
な
い
体
づ
く
り
）

④
心
に
届
く
情
報
の
伝
え
方

⑤
感
染
予
防
・
免
疫
力
に
関
す
る
講
座

の
５
つ
の
項
目
を
映
像
や
実
技
を
取
り

入
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

－ 地元食材をい

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
通
信
に
つ
い
て

　

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
な
っ
た
ら
、

年
4
回
南
丹
市
の
健
康
情
報
と
と
も
に

「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
通
信
」を
送
付
し

て
い
ま
す
。
活
用
の
方
法
は
様
々
で
、

ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
近
所
の
方
へ
配
っ
た
り
、
サ
ロ
ン
で

配
布
し
た
り
と
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た

A
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　

通
信
を
地
域
の
組
内
で
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
市
発
行
の
健
康
レ

シ
ピ
な
ど
も
一
緒
に
渡
す
と「
た

め
に
な
る
」と
喜
ば
れ
ま
す
。

B
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　

公
民
館
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
集
ま
れ

な
く
な
り
、
見
守
り
も
兼
ね
て
訪

問
し
な
が
ら
、
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
通
信
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

言
葉
だ
け
で
伝
え
る
よ
り
も
、
通

信
に
た
め
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り

や
す
く
書
い
て
あ
る
の
で
よ
か
っ

た
で
す
。

実際の「健幸アンバサダー通信」です。(年4 回発行）
裏面にもためになる内容が掲載されています！

いっしょに
やりましょう！
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入
学
式
か
ら
は
や
３
ヶ

月
が
経
ち
、
１
年
生

も
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
全
校
で
の
活
動
や
校

外
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
休
み
時
間
に
は
、

異
学
年
で
遊
ぶ
姿
も
増
え
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
楽
し
そ
う
な

声
が
響
い
て
い
ま
す
。

校
で
は
、
６
月
か
ら
人
権
旬
間

が
始
ま
り
、「
自
分
も
友
達
も

大
切
に
し
よ
う
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
各
学
年
が
目
標
を
立
て
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
友
達
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
意
識
は
あ
っ
て
も
、
自
分
を
大
切

に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
に
も

目
を
向
け
て
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
担
任
し
た
学
級
で
、
自
分
の

長
所
を
尋
ね
る
と
、
し
ば
ら
く

考
え
て
か
ら
、「
サ
ッ
カ
ー
を
頑
張
っ
て
い

る
。」「
計
算
が
得
意
。」「
絵
を
描
く

の
が
好
き
。」と
少
し
ず
つ
出
て
き
ま
し

た
。「
い
い
と
こ
ろ
な
い
…
。」と
１
つ
も

書
け
な
い
児
童
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

友
達
の
長
所
を
尋
ね
る
と
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
５
つ
、
６
つ
と
出
て
く
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
手
を
挙
げ
て
聞
い
て
欲
し
い
と

い
う
顔
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と

が
発
表
さ
れ
る
と
、
恥
ず
か
し
い
思
い
と

嬉
し
い
思
い
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
何

も
書
け
な
か
っ
た
児
童
も
、
最
後
に
は
、

自
分
自
身
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
長
所
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
お
互
い
の
頑
張
り
を
認

め
合
え
た
１
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

年
が
上
が
る
ほ
ど
、
自
分
自
身

を
認
知
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
。
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
目
を
向

け
て
し
ま
う
気
持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
人
権
旬
間
を
通
し
て
、

自
分
の
長
所
を
自
覚
で
き
る
と
と
も
に
、

自
分
は
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
で
き
る
こ
と
、
で

き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
私
は
私
で

あ
る
」と
自
信
を
持
っ
て
毎
日
の
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
私
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
日
々
考
え
て

実
践
し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
立　

美
山
小
学
校

人
権
主
任　

大
川　

な
つ
み

86

「自分も友達も大切に」

ー
ス
や
、「
日
本
に
無
料
で
観
光

に
行
け
る
」な
ど
の
甘
い
言
葉
を

信
じ
て
来
日
し
た
タ
イ
人
女
性
ら

に
、
渡
航
費
用
と
称
し
て
い
わ
れ

の
な
い
借
金
を
負
わ
せ
、
返
済
の

た
め
の
売
春
を
強
要
し
、
そ
の
代

金
を
搾
取
し
た
ケ
ー
ス
、
ま
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
ら
に
偽
装
結
婚

を
さ
せ
て
来
日
さ
せ
、
そ
の
後
旅

券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）を
取
り
上
げ
て

店
の
ホ
ス
テ
ス
と
し
て
働
か
せ
、

そ
の
報
酬
を
搾
取
し
た
ケ
ー
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す《
法
務
省
広
報
》。

　

こ
の
よ
う
に
人
身
取
引
は
、
重

大
な
犯
罪
で
あ
り
、
基
本
的
人
権

を
侵
害
す
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

被
害
者
ら
し
い
人
を
見
か
け
た

り
、
助
け
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
警

察
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第49回―

　

人
身
取
引（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン

グ
）と
は
、
売
春
や
強
制
労
働
な

ど
の
搾
取
の
目
的
で
、
暴
力
、
脅

迫
、
誘
拐
、
詐
欺
な
ど
の
手
段
を

用
い
て
、
人
を
移
動
し
た
り
、
隠

し
た
り
、
受
け
取
っ
た
り
す
る
行

為
で
あ
り
、
被
害
者
に
対
し
て
深

刻
な
精
神
的
・
肉
体
的
苦
痛
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

今
日
の
日
本
で
は
あ
り
え
な
い

犯
罪
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
年
間
約
50
人（
う
ち
約
７
割

が
日
本
人
、約
４
割
は
18
歳
未
満
）

の
方
が
被
害
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ

た
家
出
中
の
日
本
人
少
女
ら
を
マ

ン
シ
ョ
ン
に
居
住
さ
せ
、
根
拠
の

な
い
罰
金
を
科
し
て
客
と
売
春
さ

せ
、
そ
の
代
金
を
搾
取
し
た
ケ

日
本
で
も「
人
身
取
引
」

（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
）が　

本昨

学
こんな虫をとったよ

人身取引についての連絡通報先
匿名通報ダイヤル（内閣府）
　電話　0120-924-839
警察相談窓口【電話相談】
　電話　♯９１１０
入国管理局
　　インフォメーションセンター
　電話　0570-013904
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新
刊
紹
介

『
お
か
え
り
、ウ
ミ
ガ
メ
』

写
真
・
文 

：
高
久

　至

発
行     

：
ア
リ
ス
館

　
お
か
あ
さ
ん
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

や
、
子
ガ
メ
が
海
へ
旅
立
つ
様
子
な

ど
が
、
写
真
つ
き
で
わ
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
を

通
し
て
、
多
く
の
環
境
問
題
ま
で
目

を
む
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
日
１
ペ
ー
ジ
読
ん
で
い
く
と

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
紹
介
で

歴
史
や
経
済
、
環
境
問
題
等
、
ま

る
で
世
界
各
地
を
旅
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
色
々
な
情
報
に
詳
し
く

な
れ
ま
す
。

『
1
日
1
ペ
ー
ジ
、3
6
5
日
で

世
界
一
周
』

監
修 

：
井
田

　仁
康

発
行 

：
成
美
堂
出
版

16広報なんたん6・7月号

　

小
中
学
校
の
学
習
を
支
援
す
る

た
め
、
令
和
２
年
度
に
学
校
図
書

館
連
携
図
書
と
し
て
、
５
７
７
冊

の
図
書
を
新
た
に
購
入
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
新
し
い
教
科
書
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
本
や
普
段
の
読
書
で

楽
し
め
る
小
説
な
ど
幅
広
く
揃
え

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
の
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
や
鬼

滅
の
刃
の
小
説
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

普
段
は
日
吉
図
書
室
に
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
置
い
て
い
ま
す
が
、
６

月
か
ら
各
図
書
室
で
の
巡
回
展
示
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
の
活

用
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様
も
借

り
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
図
書
の
一
覧
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
来
館
の
ほ
か
電
話
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
予
約
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

—第74回—
消費生活情報

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

口
実
に
し
た
不
審
勧
誘
に
注
意
！

●
国
や
市
町
村
な
ど
の
行
政
機
関
等

が「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
必
要
」な
ど
と
言

っ
て
個
人
情
報
や
金
融
機
関
の
情
報

を
電
話
や
メ
ー
ル
で
聞
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
聞
か
れ
て
も
答
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ル
に
指
示
さ
れ
て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
さ

れ
て
個
人
情
報
を
盗
ま
れ
る
な
ど
の

被
害
に
遭
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
新
た
な
手
口
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
安
な
こ
と

や
被
害
に
あ
っ
た
か
も
と
思
う
こ
と
な

ど
が
あ
れ
ば
、
左
記
窓
口
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
法
律
相
談
な
ど
他
の
専
門
相
談
窓

口
の
ご
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
、
無
料
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し

た
悪
質
な
勧
誘
を
行
う
業
者
に
は
耳

を
貸
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
こ
と
助
言

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
す

不
安
な
こ
と
は
お
気
軽
に
相
談
を

怪
し
い
電
話
な
ど
は
無
視
し
よ
う

　学
校
図
書
館
連
携
図
書
の
ご
紹
介

〜 

学
習
・
読
書
に
役
立
つ
本
を
購
入
し
ま
し
た 

〜

事例１ ▶スマートフォ
ンに「ワクチン接種の
優先順位を上げる」とい
うメッセージが届いた。
▶「ワクチンを優先的に
接種できる」と所管省庁
をかたった電話があっ
た。
▶余ったワクチンを案内していると電
話があった。
▶中国製ワクチンを有料で接種しない
かという勧誘があった。

(独)国民生活センター
見守り新鮮情報
第392号より
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活動の様子
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

　
「
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
」は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
美
山
町
で
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
名
は
美
山
町
の
象
徴

と
も
い
え
る「
茅
葺
き
」を
イ
メ
ー
ジ

し
、
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
美
山
町
で
楽
し
い
こ
と
を
し
た

い
」「
田
舎
暮
ら
し
を
応
援
し
た
い
」

と
集
ま
っ
た
４
人
で
活
動
さ
れ
て
お

り
、
主
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
運
営
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分

野
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
る
」と
代
表
の
芦
田
さ
ん
は

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
ど
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か

し
た
音
楽
、
ア
ロ
マ
、
染
物
体
験
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
催
し
の

ほ
か
、
小
学
校
の
統
廃
合
の
影
響
で

継
続
の
危
機
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
和
太
鼓
演
奏
活
動
を
支
え
る
な
ど

「
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
」の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
は

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
活
動
や
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
紹

介
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
企
画
中
だ
そ
う
で

す
。

　
「
人
と
人
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け

と
な
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」と
芦

田
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

「
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
」が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
地
域
の
人
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、
美
山
町
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

人と人のつながりを大切にする

〜KAYA〜

▲ピアノコンサートの様子

アロマハンドクリーム講座

草木染体験

宮島太鼓の演奏の様子
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,936人（−3)
　（男：15,067人

（−1）
・女：15,869人

（−2）
）

●世帯数：14,313世帯（＋13)
（令和3年6月1日現在）

（　）内は前月比

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
始
ま
り
、
す
っ
か
り
聞
き

な
れ
て
し
ま
っ
た「
自
粛
」と
い

う
言
葉
も
聞
こ
え
て
こ
な
く
な

る
日
が
近
く
な
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
は
十
分
気
を
付
け
、

体
調
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。　

�

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　
広
報
な
ん
た
ん
4
・
5
月
号
の
記
事
に

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
15
ペ
ー
ジ
：
中
段
右

（
誤
）八
木
町
地
域
　
大
堰
川
緑
地
公
園

（
正
）八
木
町
地
域
　
大
堰
川
緑
地

　

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
が
竣
工
し
た
の
は
平
成
4

年
。
そ
の
11
年
前
の
昭
和
56
年
は
国
際
障
が
い
者
年
で

あ
り
、
障
が
い
者
の
権
利
確
立
と
社
会
参
加
、
そ
の
環

境
づ
く
り
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。
平
成
７
年
に
は「
京

都
府
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
制
定
さ
れ
、「
京
都

府
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
設
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
は
、
①
道
路
か
ら
目
的
の
場
所
ま
で
の
経
路
及
び
目

的
の
場
所
か
ら
便
所
や
駐
車
場
ま
で
の
経
路
と
い
う
主

要
な
動
線
全
体
に
渡
っ
て
、
一
貫
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
あ
る
よ
う
に
②
経
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
当
た
っ

て
は
、
施
設
の
利
用
上
最
も
一
般
的
な
経
路
を
対
象
に

す
る
よ
う
に
―
と
あ
る
。
社
会
の
基
準
は
確
か
に
進
ん

だ
の
で
あ
る
。

　

平
成
18
年
に
は
国
は「
障
が
い
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」を
制
定
し
バ
リ
ア
フ
リ

ー
促
進
を
一
層
進
め
た
。
し
か
し
、
南
丹
市
国
際
交
流

会
館
は
こ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
た
。
園
部
模
擬
城
や
真

弓
橋（
か
つ
て
園
部
城
の
堀
に
か
か
っ
て
い
た
橋
の
名
）

再
現
の
構
想
は
決
し
て
悪
く
は
な
か
っ
た
が
、
も
う
一

つ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
真
弓
橋
が
必
要
で
あ
る
。
デ
ザ
イ

ン
と
機
能
性
は
時
に
相
反
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し

本
当
の
美
し
さ
は
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
く
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
正
面
入
口
に
車
が
横
付
け
で
き
る

通
路
も
ぜ
ひ
ほ
し
い
。
何
と
か
改
造
し
な
け
れ
ば
と
の

思
い
が
募
る
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平

　

ほ
っ
と
し
た
安
堵
の
顔
と
、
誰
か
に
語
り
掛
け
た
い

よ
う
な
嬉
し
さ
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
た
高
齢
者

の
表
情
に
満
ち
て
い
る
。
５
月
29
日
か
ら
南
丹
市
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
が
始
ま
っ
た
園
部
会
場

（
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）に
は
久
々

に
大
勢
の
市
民
が
集
ま
っ
た
。

　
「
久
し
ぶ
り
に
友
達
に
会
え
た
」、「
同
級
生
に
ば
っ
た

り
出
会
え
た
」等
々
と
付
き
添
い
の
ご
家
族
に
報
告
し

て
い
る
笑
顔
の
高
齢
者
を
何
人
も
見
か
け
た
。
２
年
以

上
に
及
ぶ
自
粛
生
活
や
多
く
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
休

止
・
中
止
で
、隣
近
所
以
外
に
な
か
な
か
人
に
出
会
え
な

い
辛
さ
は
高
齢
者
誰
も
の
心
に
暗
鬱
と
孤
独
の
影
を
落

と
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
大
勢
の
人
と
会
え
た
だ
け

で
も
そ
こ
は
か
と
な
い
喜
び
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　

南
丹
市
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
は
市
内
４
か

所
。
広
い
駐
車
場
と
広
い
屋
内
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
こ
と
が
会
場
設
定
の
条
件
。
南
丹
み
や
ま
診
療
所
・

遊
Ｙ
ｏ
ｕ
日
吉
・
八
木
支
所
の
会
場
は
特
に
使
い
勝
手

に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
園
部
会
場
は
足
腰
の
衰
え
た

高
齢
者
に
は
困
惑
さ
せ
て
し
ま
う
大
き
な
問
題
が
出
て

い
た
。

　

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
の
建
物
内
部
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
だ
が
駐
車
場
か
ら
正
面
入
口
へ
通
じ
る
通
路（
橋
）は

段
差
が
あ
る
。杖
を
つ
き
、あ
る
い
は
車
椅
子
で
近
づ
く

こ
と
が
容
易
で
な
い
。
実
際
に
複
数
の
来
場
者
が
段
差

に
つ
ま
ず
き
転
倒
さ
れ
た
。
申
し
訳
な
い
思
い
で
一
杯

で
あ
る
。
手
す
り
や
段
差
解
消
の
ス
ロ
ー
プ
上
に
シ
ー

ト
を
設
置
は
し
た
も
の
の
、
傾
斜
は
や
は
り
大
き
い
。

▲庭のヒメヒオウギ


